
本学のシンボルマーク

日 本 歯 科 大 学 新 聞2017年（平成29年）２月２８日（１） 第６４１号

入学試験を施行平成
29年

平
成
二
十
九
年
度
の
日
本
歯
科
大
学
入
学
試
験
は
、一
月
中
旬
の
セ
ン

タ
ー
試
験
と
二
月
初
旬
の
本
学
試
験
を
も
っ
て
東
京
で
施
行
し
、両
学

部
の
合
格
者
を
発
表
し
た
。
本
年
も
同
一
試
験
日
に
、
生
命
歯
学
部
と

新
潟
生
命
歯
学
部
と
の
受
験
と
併
願
が
可
能
な
「
全
学
部
入
試
」を
実

施
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
東
京
短
期
大
学
と
新
潟
短
期
大
学
の
入
学
試
験

が
行
わ
れ
た
。

 

両
学
部
の
合
格
者
発
表

   
東
京
短
大
、
新
潟
短
大
の
入
学
試
験
も

挙手して選択科目の問題冊子を求める受験生たち（２月１日・東京）

　
平
成
二
十
九
年
度
の
入
学

試
験
は
例
年
の
よ
う
に
、
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
利
用
入
学

試
験
と
、
本
学
で
実
施
す
る

一
般
選
抜
試
験
の
二
本
立
て

で
行
わ
れ
た
。

　
本
学
で
は
本
年
も
、
同
一

試
験
日
に
両
学
部
の
受
験
と

併
願
が
可
能
な
「
全
学
部
入

試
」
を
、
一
般
選
抜
と
セ
ン

タ
ー
利
用
入
試
で
実
施
し

た
。

　
一
般
選
抜
入
学
試
験
の
前

期
試
験
は
、
生
命
歯
学
部

（
東
京
）
に
お
い
て
英
語

Ⅰ
・
Ⅱ
一
科
目
、
国
語
・
数

学
の
う
ち
か
ら
一
科
目
、
理

科
（
物
理
・
化
学
・
生
物
の

う
ち
か
ら
選
択
）
一
科
目
、

計
三
科
目
の
学
力
試
験
、
な

ら
び
に
面
接
試
験
を
二
月
一

日
に
実
施
し
、
四
日
に
合
格

者
を
発
表
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
利
用
前
期
入
学

試
験
は
、
本
学
が
指
定
し
た

科
目
（
二
十
七
年
度
か
ら
外

国
語
は
英
語
が
必
須
）
の
受

験
者
に
対
し
て
、
二
月
五
日

に
生
命
歯
学
部
に
お
い
て
面

接
試
験
を
実
施
し
、
七
日
に

合
格
者
を
発
表
し
た
。

　
一
般
選
抜
、
セ
ン
タ
ー
利

用
入
学
試
験
と
も
両
学
部
の

合
格
者
は
、
そ
の
受
験
番
号

を
生
命
歯
学
部
本
館
一
階
の

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
に
掲
示

発
表
す
る
と
と
も
に
、
本
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

た
。

　
追
っ
て
一
般
選
抜
後
期
入

学
試
験
（
学
力
・
面
接
）
と

セ
ン
タ
ー
利
用
後
期
入
学
試

験
（
面
接
）
は
、
い
ず
れ
も

三
月
五
日
に
生
命
歯
学
部

（
東
京
）
に
お
い
て
「
全
学

部
入
試
」
を
以
て
実
施
し
、

三
月
七
日
に
合
格
者
を
発
表

す
る
。

　
　
　*

　
東
京
短
期
大
学
歯
科
技
工

学
科
と
歯
科
衛
生
学
科
の
一

般
Ａ
入
学
試
験
は
、
一
月

二
十
二
日
に
学
力
試
験
と
面

接
試
験
を
実
施
し
た
。
一
般

Ｂ
入
学
試
験
は
、
三
月
四
日

に
小
論
文
と
面
接
試
験
を
、

歯
科
技
工
学
科
の
一
般
Ｃ
入

学
試
験
は
、
三
月
二
十
一
日

に
面
接
試
験
を
実
施
す
る
。

　
新
潟
短
期
大
学
歯
科
衛
生

学
科
で
は
、
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
利
用
入
学
試
験
を
二
月

NDU Open Campus 2017（詳細はＨＰに掲載）

【生命歯学部】

①校友対象　７月２日(日)　生命歯学部

②通常　　　７月23日(日)　生命歯学部

③多摩クリ　７月26日(水)　多摩クリニック

④入試対策　８月10日(木)　生命歯学部（AM:英語、PM:数学）

⑤模擬授業　８月26日(土)　生命歯学部

⑥病院見学　９月24日(日)　附属病院

⑦通常　　　10月28日(土)　生命歯学部（富士見祭）

⑧通常　　　10月29日(日)　生命歯学部（富士見祭）

⑨校友対象　11月26日(日)　生命歯学部

【新潟生命歯学部】
①５月20日(土)、②６月10日(土・浜浦祭)、③７月26日(水)、

④８月８日(火)、⑤８月22日(火)、⑥９月30日(土) 

10:30受付　11:20～16:00

【東京短期大学】
①７月24日(月)、②７月28日(金)、③７月31日(月）、

④８月４日(金)、⑤８月25日(金)、⑥12月25日(月）

受付開始13:00　実施13:30～　会場：生命歯学部九段ホール

【新潟短期大学】
①５月21日(日)、②６月11日(日・浜浦祭)、③７月８日(土)、

④８月３日(木)、⑤８月24日(木)、⑥10月14日(土)

12:30受付　13:00～16:00

　
日
本
歯
科
医
師
会
会
長
予

備
選
挙
の
開
票
が
二
月
十
七

日
に
行
わ
れ
、
現
職
の
堀
憲

郎
先
生
（
六
十
八
回
卒
）
が

再
選
を
決
め
た
。
任
期
満
了

に
伴
う
も
の
で
、
立
候
補
者

は
堀
会
長
一
人
だ
っ
た
。
投

票
総
数
六
〇
五
票
、
無
効

十
一
票
で
、
有
効
投
票
の
う

ち
五
九
四
票
を
獲
得
し
た
。

　
六
月
の
代
議
員
会
終
了
後

の
理
事
会
で
、
正
式
に
会
長

に
就
任
す
る
。

　
日
本
歯
科
医
学
会
の
任
期

満
了
に
伴
う
会
長
選
挙
が
、

二
月
二
十
日
の
第
九
十
五
回

評
議
員
会
で
行
わ
れ
、
現
職

の
住
友
雅
人
先
生
（
五
十
八

回
卒
）
が
無
投
票
当
選
を
果

た
し
た
。

　
任
期
は
七
月
一
日
か
ら
、

二
〇
一
九
年
六
月
三
十
日
ま

で
。 

平成29年度
歯学会大会・総会のご案内

日時：平成29年６月３日(土)
　　　11：00～17：00(予定)

場所：日本歯科大学新潟生命歯学部
　　　講堂・アイヴイホール

■メインテーマ：

「薬物関連顎骨壊死を制するために」
　（公開シンポジウム形式を予定）

　大 会 長　山口　晃（新潟病院 病院長）

　準備委員長　戸谷収二（新潟病院 口腔外科）

　　email:akira@ngt.ndu.ac.jp

◆平成29年度　ポストグラデュエート・コースのご案内◆
コース 日　程 テーマ 担　当

Ａ
（生命歯学部）
1.5日コース

７月22日（土）
７月23日（日）

日常臨床における基礎・診断・治療をあらためてとらえる
－歯周・矯正・画像診断・解剖からみた重要ポイントと
活用－

生命歯学部
　解剖学第１講座
　歯周病学講座
　歯科放射線学講座
附属病院　診療部・矯正歯科

Ｂ
（新潟生命歯学部）

１日コース
８月６日（日）

歯科治療時の注意すべき全身疾患とその対応
－最新の心肺蘇生法（2015年）と救急対応（静脈路確保・
薬剤投与）－

新潟生命歯学部
　歯科麻酔学講座

Ｃ
（新潟生命歯学部・
　生命歯学部）

１日コース

８月27日（日）
これから始めるマイクロスコープ診療
－マイクロエンド初級－

新潟生命歯学部
　歯科保存学第１講座
生命歯学部
　歯科保存学講座

◆申込み受付期間

　Ａコース６月２日（金）～６月26日（月），Ｂコース６月２日（金）～７月３日（月），Ｃコース６月２日（金）～７月31日（月）

◆ＦＡＸ、メール、またはホームページにてお申込みください。

※詳細は５月発行の『校友会・歯学会会報』同封の冊子「平成29年度ポストグラデュエート・コースのお知らせ」でご案内します。

※Ｃコースは、新潟生命歯学部にて平成27年度，28年度に開催されたコースと同様の内容です。

　より多くの先生方が受講できるよう、初めての方のお申込みを優先させていただきます。

日
歯
会
長
選
挙

　
堀
会
長
を
再
選

日
本
歯
科
医
学
会

住
友
会
長
が
三
選  

五
日
に
、
一
般
選
抜
前
期
入

学
試
験
を
二
月
二
十
五
日
に

実
施
し
た
。



日 本 歯 科 大 学 新 聞 （ 2）第６４１号2017年（平成29年）２月２８日

東
京
・
新
潟
で
病
院
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

最高レベルの生物科学施設

附属病院１階ロビーでのコンサート

４階まで吹き抜けの新潟病院ホール

　
新
潟
生
命
歯
学
部
で
は
、

昨
年
三
月
か
ら
進
め
て
い
た

先
端
研
究
セ
ン
タ
ー
・
生
物

科
学
施
設
の
新
改
築
工
事
が

昨
年
末
に
完
工
し
、
一
月

十
七
日
に
竣
工
式
を
執
り

行
っ
た
。
午
前
十
一
時
か
ら

本
学
関
係
者
が
参
列
し
て
、

新
潟
白
山
神
社
の
神
職
に
よ

り
神
事
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
生
物
科
学
施
設
は
、

二
月
十
六
日
か
ら
本
格
的
に

稼
働
す
る
。
一
九
七
三
年

（
昭
和
四
十
八
）
の
建
築
以

来
、
四
十
年
以
上
が
経
過
し

て
お
り
、
三
度
目
の
改
修
と

な
る
。
一
階
部
分
は
前
の
建

物
を
残
し
て
改
修
し
、
そ
の

上
に
二
階
を
増
築
し
た
。
一

階
は
約
九
十
坪
、
二
階
は

一
一
〇
坪
、
併
せ
て
二
〇
〇

坪
と
い
う
大
規
模
な
施
設
に

な
っ
た
。

　
ラ
ッ
ト
、
マ
ウ
ス
の
飼
育

施
設
を
独
立
さ
せ
、
イ
ヌ

や
ウ
サ
ギ
、
ブ
タ
の
飼
育

施
設
を
改
善
し
て
、
エ
ッ
ク

ス
線
室
、
手
術
室
、
感
染

実
験
室
、
遺
伝
子
組
換
え
実

験
室
、
免
疫
不
全
実
験
室
な

ど
、
十
分
な
設
備
が
整
備
さ

れ
た
こ
と
よ
り
、
施
設
面
に

お
け
る
適
正
・
適
法
な
動
物

飼
育
環
境
が
実
現
し
た
。

　
医
療
の
発
展
や
創
薬
等
に

資
す
る
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
に
は
、
動
物
実
験
が
必

要
で
止
む
を
え
な
い
手
段
で

あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら

ライフサイエンス研究へ 新潟生命歯学部

れ
た
成
果
は
、
臨
床
的
に
応

用
さ
れ
、
人
々
の
健
康
と
福

　
東
京
・
附
属
病
院
主
催
の

公
開
講
座
が
、
昨
年
十
一
月

十
七
日
（
木
）
に
市
民
公
開

講
座
部
会
に
よ
り
開
催
さ
れ

た
。

　
本
年
度
は
新
た
な
試
み
と

し
て
、
小
児
対
象
の
イ
ベ
ン

ト
と
大
人
対
象
の
公
開
講
座

と
の
二
部
制
に
分
け
て
実
施

し
た
。
ま
ず
、
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅
西
口

改
修
工
事
に
よ
り
仮
設
改
札

口
が
設
け
ら
れ
た
附
属
病
院

前
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
岩
崎

て
る
み
小
児
歯
科
講
師
を
中

心
と
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
「
む

し
歯
に
な
り
に
く
い
？
な
り

や
す
い
？
目
で
み
て
み
よ

う
！
」
と
題
す
る
む
し
歯
の

リ
ス
ク
検
査
を
行
っ
た
。

　
こ
の
検
査
は
プ
ラ
ー
ク
酸

産
生
能
検
査
キ
ッ
ト
を
使
用

し
、
判
定
色
で
保
護
者
に

「
む
し
歯
リ
ス
ク
」
を
理
解

し
て
頂
く
も
の
で
、
ブ
ー
ス

に
立
ち
寄
る
短
い
時
間
で
歯

磨
き
の
大
切
さ
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
を
ね
ら
っ
た
も

の
。
駅
前
通
り
を
通
り
す
ぎ

る
家
族
連
れ
に
声
を
掛
け

二
十
七
組
の
母
子
が
体
験
し

た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
講
演

会
は
、「
色
で
わ
か
る
お
口

の
病
気
～
白
・
赤
・
黒
～
」

と
題
し
、
小
林
隆
太
郎
教
授

（
口
腔
外
科
）
に
よ
り
行
わ

れ
、
千
代
田
区
の
掲
示
板
や

歯
科
医
院
の
紹
介
に
よ
り
、

講
演
会
を
知
っ
た
二
十
名
程

の
聴
衆
が
集
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
内
容
の

高
い
講
座
で
し
た
」「
口
の

中
に
色
素
沈
着
が
あ
る
の
は

知
ら
な
か
っ
た
」「
日
々
の

ハ
ミ
ガ
キ
の
時
に
し
っ
か
り

口
の
中
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う

と
思
い
ま
し
た
」
等
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
今
回
は
飯
田
橋
駅
の
改
修

工
事
に
伴
い
Ｊ
Ｒ
利
用
者
の

流
れ
が
変
わ
っ
た
こ
と
か

ら
、
病
院
前
で
の
イ
ベ
ン
ト

が
企
画
さ
れ
た
。
駅
前
に
テ

ン
ト
を
張
る
こ
と
に
よ
り
歩

行
者
の
関
心
を
引
く
こ
と
が

分
か
り
、
手
ご
た
え
を
得
た

こ
と
か
ら
、
今
後
の
諸
行
事

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

（
市
民
公
開
講
座
部
会
長
　

�

町
田
麗
子
）

　
勝
海
一
郎
教
授
の
最
終
記

念
講
義
が
、
一
月
二
十
六
日

(

木) 

午
後
五
時
三
十
分
か
ら

生
命
歯
学
部
九
段
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
。
演
題
は
「
歯
内

療
法
学
四
十
三
年
」。
歯
科

保
存
学
講
座
主
催
・
生
命
歯

学
部
協
力
に
よ
る
記
念
講
義

に
は
学
生
、
大
学
院
生
、
教

職
員
や
関
係
者
が
聴
講
し
、

講
義
終
了
後
、
中
原
泉
学
長

か
ら
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
勝
海
教
授
は
昭
和
四
十
九

年
本
学
卒
業
（
六
十
三
回

卒
）。
五
十
三
年
大
学
院
歯

学
研
究
科
修
了
、
同
年
四
月

本
学
歯
学
部
歯
科
保
存
学
教

室
第
一
講
座
助
手
、
講
師
を

経
て
、
平
成
七
年
四
月
教
授

に
就
任
、
二
十
二
年
間
に
わ

た
り
歯
科
保
存
学
講
座
を
主

宰
し
た
。
歯
学
会
会
長
を
務

め
る
。

勝
海
教
授
（
東
京

保
存

）
最
終
記
念
講
義

△

勝
海
教
授（
左
）に
記
念
品
を
手
渡
す

　
中
原
学
長

講
義
終
了
後
、同
門
会
員
ら
と
記
念
撮
影
▽

　
恒
例
の
「
日
本
歯
科
大
学

健
康
公
開
講
座
」
が
、
二
月

十
九
日
（
日
）、
新
潟
市
中

央
区
の
関
屋
地
区
公
民
館
で

開
催
さ
れ
、
一
〇
〇
名
程
の

市
民
が
聴
講
し
た
。
同
公
開

講
座
は
、
新
潟
生
命
歯
学
部

と
関
屋
地
区
公
民
館
と
の
共

同
企
画
で
、
毎
年
二
月
の
日

曜
日
に
開
催
し
て
い
る
。

　
十
時
か
ら
開
催
さ
れ
た
公

開
講
座
で
は
、
ま
ず
「
オ
ー

ラ
ル
・
フ
レ
イ
ル
を
学
ぶ
」

の
演
題
で
、
新
潟
病
院
口
腔

外
科
の
戸
谷
収
二
准
教
授
が

講
演
し
た
。「
口
の
か
わ
き

外
来
医
長
」
の
戸
谷
准
教
授

（
新
潟
生
命
歯
学
部
食
育
・

健
康
科
学
講
座
併
任
）
は
、

口
の
衰
え
を
感
じ
る
時
と
し

て
、「
口
の
か
わ
き
、
舌
の

ヒ
リ
ヒ
リ
、
味
の
異
常
、
滑

舌
や
飲
み
込
み
が
悪
い
」
な

ど
、
高
齢
に
な
る
こ
と
で
筋

力
や
精
神
面
が
衰
え
る
状
態

で
あ
る
オ
ー
ラ
ル
・
フ
レ
イ

ル
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
高

齢
者
の
足
腰
の
筋
力
低
下
予

防
に
は
、
運
動
面
だ
け
で
は

な
く
、「
食
」
に
よ
る
対
応

も
必
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　
次
に
、「
今
さ
ら
聞
け
な

い（
？
）『
乳
が
ん
』
と
『
乳
が

ん
検
診
』
」
の
演
題
で
、
新

潟
生
命
歯
学
部
外
科
学
講
座

の
大
竹
雅
広
教
授
が
講
演
し

た
。

　
日
本
人
女
性
の
十
二
人
に

一
人
は
乳
が
ん
に
か
か
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
乳
が
ん
を

予
防
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

で
乳
房
切
除
や
抗
が
ん
剤
治

療
を
し
な
く
て
も
す
む
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

「
自
己
検
診
」
と
「
乳
が
ん

検
診
」
の
二
つ
が
大
切
で
、

自
分
で
発
見
で
き
る
癌
で
あ

る
と
述
べ
た
。

◆新潟・関屋地区公民館

口とからだの健康公開講座

◆東京・附属病院

新たな試み！イベントを開く

　
東
京
・
附
属
病
院
で
十
二

月
二
十
一
日
（
水
）、
通
院

や
入
院
患
者
に
向
け
て
、
生

命
歯
学
部
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部

有
志
と
病
院
教
職
員
に
よ
る

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ク
リ
ス
マ

ス
の
恒
例
行
事
と
な
り
今
回

で
八
年
目
を
迎
え
た
。

　
当
日
は
一
階
ロ
ビ
ー
の

コ
ー
ナ
ー
に
五
十
席
の
客
席

が
設
け
ら
れ
、
演
奏
は
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
部
顧
問
の
阿
部
恵

一
先
生
（
麻
酔
科
）
他
四
名

の
先
生
方
。
学
生
は
第
五
学

年
の
部
員
二
名
と
大
学
院
生

一
名
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち

な
ん
だ
曲
を
奏
で
、
満
席
と

な
っ
た
聴
衆
を
魅
了
し
た
。

中
に
は
こ
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
楽
し
み
に
来
院
す
る
患

者
さ
ん
も
い
る
ほ
ど
で
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
動
画
を
撮

影
す
る
人
も
多
く
見
ら
れ

た
。

　
聴
衆
に
は
学
生
か
ら
口
腔

ケ
ア
用
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
、
ロ
ビ
ー
は
ク
リ
ス
マ
ス

の
雰
囲
気
で
満
ち
あ
ふ
れ

た
。

（
附
属
病
院
事
務
部
長
　

�

鈴
木
洋
一
）

　
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
一

月
十
三
日
（
金
）、
新
潟
病

院
と
医
科
病
院
の
待
合
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
た
。
今
回
で
五

回
目
と
な
る
。
コ
ン
サ
ー
ト

の
演
奏
者
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
の
庄
司
愛
さ
ん
と
、
チ
ェ

ロ
の
渋
谷
陽
子
さ
ん
。
お
二

人
は
と
も
に
桐
朋
学
園
大
学

音
楽
学
部
を
卒
業
し
て
、

新
潟
を
拠
点
に
ト
リ
オ
・

ベ
ル
ガ
ル
モ
、
新
潟A

RS 
N

OVA

の
メ
ン
バ
ー
や
ソ

ロ
と
し
て
演
奏
活
動
中
。

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ

に
よ
る
二
重
奏
は
、
バ
ッ

ハ
の
曲
か
ら
は
じ
ま
り
、

と
き
に
ゆ
っ
た
り
と
、
と
き

に
激
し
く
病
院
ロ
ビ
ー
に

響
き
渡
っ
た
。
心
地
よ
い
弦

の
調
べ
に
身
を
委
ね
る
う
ち

に
予
定
の
時
間
は
す
ぎ
、
ア

ン
コ
ー
ル
曲
は
「
ア
マ
ポ
ー

ラ
」。
ヒ
ナ
ゲ
シ
の
花
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
美
し
い
ラ
ブ

ソ
ン
グ
の
音
色
に
、
聴
衆
た

ち
は
聞
き
入
っ
た
。

竣工した生物科学施設（９号館) ２階にSPF

（特定の病原体を含まないことを保証された

動物）のラットとマウスの飼育施設を新設

新
潟
・
白
山
神
社
の
神
官

に
よ
る
竣
工
式
典

院
内
に
ク
リ
ス
マ
ス
の

音
色
響
く  

８
年
目

新
潟
で
弦
楽
デ
ュ
オ

の
夕
べ  

５
回
目

祉
に
多
大
な
貢
献
が
な
さ
れ

て
い
る
。


